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西南日本内帯のろう石鉱床の硫黄同位体比
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Sulfurisotoperatiosofpyriteandalunitefrom5RosekidepositsintheInnerZoneof

SouthwestJapan weredeterm ined･The834Svaluesofallpyritesam pleswereintherange

from-132to+23%O,thevariationrangeforeachdepositbeingwithin8%O.Ineachdeposit

b31Svaluesofalunitewerealwayshigherthan thoseofpyrite,whichmaybeinterpretedas

thatalunitewasprecipitatedundermoreoxidizingconditionsthanpyriteSulfurisotope

ratiosoftheRosekipyriteshowedadistributionsimilartothatoforesulfur fromskarnand

veindepositsinthesam eZone.Thissuggeststhattheoriginofsulfur oftheRosekideposits
isalsohostigneousrocks
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Ⅰ は じめに

西南日本内帯には自亜紀から占第三紀の花園岩類と

火‖卜岩類が広 く分布 し,これらの火成活動に関連して

形成されたと考えられる,多数のスカルン鉱床と鉱脈

鉱床が分布する.西南日本内帯には,また,多数のろ

う右鉱床が存在するが,これらの多くは,白亜紀の流

母岩とし,それらの火山活動に関連した熱水活動に

よって形成されたものと考えられているが (木野崎,

1963),より後期の花尚岩類との成因的関連を考慮す

べきであるとの指摘 もある (Kitagawaeta1.,1988).

ろう石鉱床には,鉱山にとっては歓迎されないが,

多かれ少なかれ,黄鉄鉱鉱染部が存在し,硫化鉱物と

しては黄鉄鉱が普遍的に産出する.また,硫酸塩鉱物

としては明ぽん石が,多くの鉱床で産出,する.

本論文では,広島県勝北山地区,岡山県三石地区,

吉永地区,建部地区および兵庫県江原地区のろう右鉱

床に産出する黄鉄鉱および明ぽん石の硫黄同位体比の

測定結果を報告し,西南H本内苛のスカルン鉱床と鉱

脈鉱床のデータと比較して,若干の考察を行う.Fig.

1に各ろう石鉱床地区の位置を示 し,表1に各地区の

簡単な記載をまとめた.

IJ 実験方法

黄鉄鉱を含む試料は,硝酸と塩酸の混合液により酸

化分解した後,塩酸に溶解し,不溶物を除去して,也

化バリウム溶液を加え,硫酸イオンを硫酸バリウムと

した.明ぽん石を含む試料は,炭酸ナトリウムを用い

て融解した後,同様にして硫酸イオンを硫酸バリウム

とした.得られた硫酸バリウムは,Thodeetal.(1961)

の方法により,硫化銀 とし,これを,sakaiand

Yamamoto(1966)の方法により,1200oCで焼き,二
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酸化硫黄とした.硫黄同位体比の測定は,McKinney型

質量分析計 (岡山大学温泉研究所設置)を用いて行っ

た.測定結果はCDTを標準物質として,8割S(%o)で示

す.なお,これらの実験の大部分は,1970年代の数

年間に行われたものである.

Ⅲ 結果 と考察

得 られた結果をFig.2に示 した.Fig.2には,西南

日本内帯西部のスカルン鉱床の硫化鉱物の硫黄同位体

比 (shimazakiandSakai,1984)と近畿地方の鉱脈鉱

床の硫化鉱物の硫黄同位体比 (三好ほか,1988),さ

らに,日本の磁鉄鉱系列とチタン鉄鉱系列の花嵐岩類

の硫黄同位体比 (sasakiandlshihara,1979)の分布を

併せて示 した.

3.1 黄鉄鉱の硫黄同位体比

ろう石鉱床の黄鉄鉱の834S倍は全体としては113.2

から+2.6‰ の間に分布する.個々の地区でみると,い

ずれも変動幅はおよそ8‰ 程度でよく似ている.岡山

県の3地区の黄鉄鉱の834S値はよく似た分布を示す.

兵庫県江原鉱山と広島県勝光山地区の黄鉄鉱の834S値

は岡山県の3地区に比べて,やや高い.各鉱床地区に

おいて,834S値と共存鉱物との間の関係を検討 してみ
たが,特に明白な関係は認められなかった.

3.2 明ぽん石の硫黄同位体比

Fig.2で明らかなように,明ぽん石の834S値は,い

表 1 ろう石鉱床の概要

鉱床区 所在地 試料採取場所

勝光山地区 広島県庄原市

矢野勝光山鉱山 (滝の
谷,西山,中村口,西
山東,捨金,狼岩各鉱
体)

三石地区 岡山県備前市 台山鉱床群

吉永地区 岡山県和気郡吉永町 板屋鉱床群

建部地区 岡山県御津郡建部町 八幡鉱山

江原地区 兵庫県城崎郡日高町 江原鉱山

母岩 主要鉱物 文献

白亜紀石英安山岩質
凝灰岩

白亜紀流紋岩質凝灰
岩または流紋岩質貫
入岩

白亜紀流紋岩質凝灰
岩または流紋岩質貫
入岩

白亜紀流紋岩質凝灰
岩

パイロフィライト,
石英,紅柱石,コラ
ンダム

カオリン,パイロフ
ィライト,石英,セ
リサイト,ダイアス
ポア

カオリン,パイロフ
ィライト,石英,セ
リサイト,ダイアス
ポア

カオリン,バイロブ

木野崎(1963,
1965)

木野崎(1965)
大森(1966)
逸見(1966)

木野崎(1965)
大森(1966)
逸見(1966)

上野･岡野

イライト,コランダ (1953)
ム,紅柱石 大森(1966)

中新世安山岩質凝灰 カオリン,石英,ト 弘原海 ･松本
岩中の酸性砕屑岩が パーズ,ダイアスポ (1958)
顕著 ア 上野(1964)
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ずれの鉱床においても,黄鉄鉱の834S値より大きい.

勝光山,板屋,八幡では,黄鉄鉱の平均の834S値より,

およそ5-6%｡大きい.江原の明ぽん石は他の地区と

は異なり,黄鉄鉱との差が大きく,14%(,ほどである.

ただ,同鉱山の右こうの834S値は,黄鉄鉱と同じ領域

にあり,明ぽん石とは,生成環境あるいは生成機構が

異なることを示唆する.

明ぽん石は硫酸塩鉱物であるので,同位体交換平衡

において,黄鉄鉱より重い同位体を濃縮するが,黄鉄

鉱と明ぽん石の間の平衡を仮定して平衡温度を計算す

ると,勝光山,板屋,八幡では,9W℃前後の温度を

考えなければならず,最も差の大きい江原でさえ,お

よそ45O℃となり,とても硯実的ではない.明ぽん石

は,黄鉄鉱が生成した環境とは,異なった環境で生成

したものであることは明らかであろう.明ぽん石の硫

黄の起源は,黄鉄鉱のそれとは異なるのかもしれない

が,たとえ,同じであったとしても,すなわち,鉱液

の全硫黄の同位体比が変化しなかったとしても,明ぽ

ん石が黄鉄鉱が沈殿したよりもやや酸化的な環境で沈

殿したためと解釈することができる.この線の考え方

を江原鉱山に適用すれば,江原では,酸化還元環境の
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差が他の鉱山よりは小さかったと考えられる.江原の

明ぽん石の硫酸には,他の重い硫酸が,例えば,海水

硫酸が,寄与しているという可能性も考えられる.

3.3 スカルン鉱床及び鉱脈鉱床との比較

Sasakiandlshihara(1979)は,日本の磁鉄鉱系列

の花尚岩類の全岩硫黄の834S値が+11+9悌oであるのに

対して,チタン鉄鉱系列の花嵐岩類のそれが-ll-+1%G

であるという事実を兄いだした.西南日本内帯では,

山陰帯には磁鉄鉱系列の花尚岩類が,山陽帯にはチタ

ン鉄鉱系列の花尚岩類が主に分布するので,花嵐岩類

の硫黄同位体比は,山陰帯では重く,山陽帯では軽い

傾向を示すことになる.

ShimazakiandSakai(1984)は,西南日本内管西端

部の山陽帯に分布するスカルン鉱床の硫黄同位体比を

測定して,南部の領家帯に近い鉱床では-10-17%oであ

るのに対して,北西部ではO-+3%Oと重くなることを,

すなわち,この地域の鉱床の硫化鉱物は北へ向かうほ

ど34S に富む傾向を認めた.彼らは,このような分布

は,sasakiandlshihara (1979)の花尚岩類における

分布とよく調和しており,スカルン鉱床の鉱石硫黄の
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同位体比もまた,珪長質火成活動の性質の水平的変化

を反映していると考えた.

鉱脈鉱床については,三好ほか (1988)は,山陽帯

のplutonic鉱脈鉱床の硫化鉱物の834S値は-ll--5%Oの

間にあり,チタン鉄鉱系列の花尚岩類に調和的である

のに対 して,同じ山陽帯でもsubvolcanic鉱脈鉱床は

高い値(-6-+5‰)をもち,明らかに区別されることを

兄いだした.彼 らは,鉱脈鉱床の硫黄同位体比は,関

係火成岩の違いだけではなく,母岩の種類の違いも反

映しているのではないかと述べている.

今回のろう石鉱床は,いずれも酸性から中性の火山

岩を母岩としているが,西南日本内帯のスカルン鉱床

及び鉱脈鉱床と,その834S値の分布範囲において非常

によく似ており,また,スカルン鉱床においてみられ

た北高南低の傾向とよく調和 している.すなわち,黄

鉄鉱の834S値が比較的高い,江原鉱山は山陰帯の中新

世の安山岩質凝灰岩を母岩とし,勝光山は山陰帯と山

陽帯の境界地域に位置し,高田流紋岩類の下部に接す

る石英安山岩質凝灰岩を母岩とする.これに対して,

黄鉄鉱の834S値の比較的低い岡山県の3地区は,山陽

帯の南部に位置し,主に,流紋岩質凝灰岩を母岩とし

ている.

結論としては,西南日本内帯に分布するろう石鉱床

の黄鉄鉱の硫黄同位体比は,同帯に分布する金属鉱床

の硫化鉱物の硫黄同位体比とよく似ており,硫黄の起

源としては,金属鉱床の場合と同様に,母岩の火成岩

を考えればよいのではないかと思われる.
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